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☆ 寒くなると、子どもの衣服の調整をどうしたらよいか聞かれます。

今月は、冬の服装や室温管理・換気での健康管理と、感染症対策について

子どもは体温が高く、動きが活発であせもかきやすい

ので、おとなより １枚少ない服装を心がけましょう。

☆下着をつけて体を冷やさないこと。

☆厚手の服 １枚よりも、素材の異なる薄手の服を

２回重ねる（空気の層ができ温かい。

室温に合わせて脱ぎ着しやすい。

☆屋外で着るジャンバーはそでや口や首元が

ぴったりと閉じている物

３つの首を温めて寒さ対策を！

首・手首・足首が冷えると風邪をひきやすくなります。

※ 風邪を引いて熱が上がりきった時は、この３か所を

冷やすと解熱の効果があります。
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「冬の健康」

冬の服装について ～薄着の習慣をつけよう～

がつ

◇”お腹にくるかぜ”（感染性胃腸炎）
ノロウイルス ・ロタウィルス

吐き気や嘔吐、

下痢、腹痛、

発熱する場合もある。

対応

こまめな水分補給（脱水予防）

汚れた衣服は・・・

設定温度は18～20℃を目安に。足元を中心に温め

上半身は温めすぎないようにしましょう。

加湿器がなくても コップ一杯の水を暖房器具のそばに

置くと部屋が乾燥しにくくなります。

◇”インフルエンザ” と ”鼻と咳のかぜ”
違いは 主にウィルスの種類と症状です。

こんな時はすぐに

受診を！

・元気がなく、ぐったり

している。

・口の中や唇が渇い

ている。

・半日以上、尿がで

てない。

・泣いても涙がでない

Aの消毒液に１０

分以上浸す。ま

たは、８５度以上

の熱湯に１分半

浸す。

消毒できたら

洗濯機にいれて

も大丈夫

汚れた場所をAの

消毒液で汚れを拭

き取る。

その後 Bの消毒液

をたっぷり含ませた

キッチンペーパー

で拭き、最後に水

拭きをする。

冬のかぜについて

室温管理・換気

予防対策は 規則正しい食事や睡眠,手洗い,うがいをしっかりと！

（うがいの代わりにお茶・水を飲むだけでも大丈夫）

消毒には塩素系漂白剤を使用

ながと子育てナビは

こちら


